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今
回
の
市
税
条
例
の
改
正
は
、

民
主
・
自
民
・
公
明
な
ど
の
賛
成

で
成
立
し
た
地
方
税
の
臨
時
特
例

法
に
基
づ
き
、
個
人
市
民
税
を
増

税
す
る
も
の
で
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
増
税
の
一
部
を
な
す

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
復
興
増
税
に
な
ぜ
地

方
税
の
増
税
が
含
ま
れ
る
の
か
。

復
興
基
本
法
の
第
２
条
で
は
、「
災

害
復
旧
に
と
ど
ま
ら
な
い
活
力
あ

る
日
本
の
再
生
」
と
い
う
文
言
が

入
れ
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
抽
象

的
な
文
言
を
根
拠
に
、
「
全
国
防

災
」
に
も
復
興
増
税
を
使
う
道
が

開
か
れ
、
そ
の
結
果
、
被
災
地
と

は
関
係
の
な
い
も
の
に
「
流
用
」

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

多
く
の
国
民
は
、
復
興
増
税
に
つ

い
て
、
被
災
地
の
支
援
の
た
め
と

説
明
さ
れ
、
そ
れ
な
ら
仕
方
な
い

と
思
わ
れ
た
方
々
も
多
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
抽
象
的
な
文

言
を
根
拠
に
復
興
予
算
の「
流
用
」

が
横
行
し
、
さ
ら
に
被
災
地
と
関

係
の
な
い
全
国
の
地
方
公
共
団
体

の
防
災
対
策
に
充
て
ら
れ
る
わ
け

で
す
か
ら
、
ま
さ
に
詐
欺
的
商
法

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

以
上
、
今
回
の
市
税
条
例
改
正

に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
と
な
る

法
律
自
身
が
拡
大
解
釈
に
よ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
反
対
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
扶
助
費

に
つ
い
て
、
補
正
前
に
比
べ
３
億

２
９
１
４
万
５
千
円
増
で
総
額
が

　

億
９
３
３
０
万
６
千
円
と
な
っ

４１た
の
は
、
平
成　

年
度
末
予
測
で

２４

生
活
保
護
受
給
世
帯
が
平
成　

年
２３

度
末
比
１
４
８
世
帯
増
の
１
７
３

４
世
帯
、
受
給
者
数
が
同
比　

・
２０

７
人
増
の
２
５
７
９
人
に
増
加
す

る
見
込
み
に
よ
る
も
の
で
す
。
生

活
保
護
費
は
全
国
的
に
も
大
幅
に

伸
び
、
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
保
護
が
国
か
ら
の
法
定
受

託
事
務
で
あ
る
た
め
本
市
が
独
自

に
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
生
活
保
護
費
が
増

加
す
る
中
で
、
本
市
の
「
そ
の
他

世
帯
」
の
伸
び
率
が
県
央
８
市
の

中
で
７
番
目
で
あ
る
の
は
、
職
員

と
就
労
支
援
相
談
員
な
ど
が
強
力

な
タ
ッ
グ
を
組
み
、
未
就
労
者
に

は
就
職
を
支
援
し
、
就
労
者
に
は

生
活
保
護
か
ら
の
自
立
を
促
進
す

る
と
い
う
一
貫
し
た
姿
勢
で
指
導

を
し
て
い
る
努
力
の
成
果
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
ふ
え
続
け
る
生
活

保
護
受
給
者
の
対
策
改
善
に
向
け
、

　
　

新
政
い
さ
ま
（
京
免　

康
彦 
議
員
）

一
歩
踏
み
込
ん
だ
姿
勢
を
評
価

職
員
が
個
人
個
人
で
は
な
く
チ
ー

ム
一
丸
と
な
り
課
題
に
取
り
組
む

姿
勢
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ

り
、
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
成
果
も
少
し
ず
つ

見
え
て
き
て
お
り
、
今
後
さ
ら
な

る
成
果
が
出
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
普
通
教
室
等
空
調

整
備
事
業
は
、
座
間
小
、
相
武
台

東
小
、
ひ
ば
り
が
丘
小
、
西
中
、

南
中
、
相
模
中
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
を
リ
ー
ス
に
よ
り
平
成　

年
度

２５

に
行
う
も
の
で
す
。
近
年
温
暖
化

が
進
み
、
夏
に
市
内
小
・
中
学
生

の
熱
中
症
が
何
件
か
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
市
は
厚
木
基
地
の

航
空
機
騒
音
に
よ
り
、
暑
い
日
に

窓
を
開
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
な

ど
の
状
況
も
あ
り
ま
す
。
全
小
・

中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
急
務

で
あ
り
、
災
害
時
に
避
難
所
に
な

る
側
面
か
ら
も
多
く
の
市
民
が
望

む
こ
の
事
業
を
評
価
し
、
今
後
も

計
画
ど
お
り
に
残
り
の
小
・
中
学

校
へ
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
と
要
望
し
ま
す
。

　

議
案
第　

号
は
、
資
源
物
の
持

８６

ち
去
り
行
為
に　

万
円
以
下
の
罰

２０

則
を
科
す
規
定
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
条
例
改
正
で
す
。
資
源
化
は
市

民
の
皆
さ
ん
の
ゴ
ミ
減
量
化
へ
の

思
い
で
あ
り
、
ま
た
市
の
貴
重
な

財
源
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
気
持

ち
の
表
れ
で
す
。
そ
の
資
源
物
を

車
な
ど
で
大
量
に
回
収
す
る
よ
う

な
悪
質
な
行
為
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
気
持
ち
を
踏
み
に
じ
る
も
の

で
あ
り
、許
し
が
た
い
こ
と
で
す
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
こ
う
い
っ

た
モ
ラ
ル
の
な
い
人
た
ち
へ
の
警

告
と
な
り
、
取
り
締
ま
り
強
化
が

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
、
今
回
の

改
正
を
高
く
評
価
し
ま
す
。

　

ざ
ま
大
志
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

全
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
！

　

本
補
正
予
算
に
お
い
て
小
・
中

学
校
普
通
教
室
等
空
調
整
備
事
業

で
限
度
額
３
億
１
９
１
２
万
７
千

円
の
債
務
負
担
行
為
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
初
は
、　

校
分
の

１５

エ
ア
コ
ン
リ
ー
ス
料
の
小
学
校
分
・

中
学
校
分
の
総
額
で
も
５
千
万
円

弱
で
全
て
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設

置
が
で
き
る
と
い
う
見
通
し
で
、

再
編
交
付
金
と
い
う
財
源
的
裏
づ

け
の
も
と
事
業
決
定
さ
れ
た
も
の

で
し
た
。大
震
災
の
影
響
が
あ
り
、

　

校
一
斉
は
無
理
と
の
こ
と
か
ら

１５改
め
て
実
施
設
計
し
て
み
る
と
、

受
変
電
設
備
工
事
、
既
存
温
風
暖

房
機
等
の
撤
去
で
第
１
期
工
事
６

校
分
だ
け
で
も
リ
ー
ス
料
と
は
別

に
３
億
円
以
上
の
費
用
を
要
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
今
回
の

債
務
負
担
の
提
案
と
な
っ
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
と
な
り
事
業

導
入
の
経
緯
に
お
い
て
あ
ま
り
に

拙
速
な
判
断
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

多
額
の
附
帯
工
事
に
何
を
財
源
と

す
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。　

校
分
の
工
事
に
９
億
円
近

１５

く
か
か
る
と
す
れ
ば
こ
れ
に
再
編

交
付
金
を
全
部
充
て
た
と
し
て
も

足
り
ま
せ
ん
。
再
編
交
付
金
の
一

部
を
充
当
し
、
そ
の
後
は
市
費
で

賄
う
と
し
て
事
業
化
し
た
も
の
を
、

こ
の
よ
う
に
多
額
の
予
算
変
更
を

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
に

対
し
疑
義
を
表
明
し
ま
す
。

　

神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

多
額
の
債
務
負
担
に
疑
義

　

補
正
予
算
に
賛
成
の
立
場
か
ら
、

問
題
点
を
指
摘
し
、
執
行
過
程
を

改
善
す
る
よ
う
求
め
ま
す
。ま
ず
、

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
国
庫

補
助
金
１
０
９
万
５
千
円
の
補
正

は
、
対
象
者
が　

人
増
加
し
今
年

５０

度
国
庫
補
助
金
総
額
は
３
３
９
１

万
６
千
円
に
な
り
ま
す
が
、
歳
出

総
額
の　

％
に
と
ど
ま
り
、
残
り

２２

は
市
の
負
担
で
す
。
幼
稚
園
就
園

奨
励
費
の
超
過
負
担
は
平
成　

年
２２

度
９
４
１
９
万
７
千
円
、
平
成　
２３

年
度
９
１
１
３
万
７
千
円
に
及
ん

で
お
り
、
超
過
負
担
の
解
消
を
国

に
要
望
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

次
に
、
小
・
中
学
校
空
調
整
備
事

業
費
３
億
１
９
１
２
万
７
千
円
の

債
務
負
担
行
為
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
平
成　

年
度
で
す
べ
て

２３

の
学
校
に
設
置
す
る
予
定
を
凍
結

し
、
今
年
度
以
降
３
年
間
で
整
備

す
る
と
し
て
い
る
が
、
予
算
の
見

積
も
り
や
執
行
上
混
乱
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
ず
、
今
後
こ
の
空
調

整
備
事
業
費
の
執
行
に
当
た
っ
て

は
厳
正
を
求
め
ま
す
。

　

法
律
に
よ
り
市
税
条
例
を
改
正

し
個
人
市
民
税
の
均
等
割
を
５
０

０
円
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、
震
災

か
ら
の
復
興
に
関
し
地
方
公
共
団

体
が
実
施
す
る
防
災
施
策
の
財
源

確
保
の
た
め
と
し
て
い
ま
す
。
税

金
を
上
げ
る
こ
と
は
問
題
で
す
が
、

学
校
耐
震
化
な
ど
緊
急
防
災
対
策

債
の
償
還
財
源
に
充
当
す
る
こ
と

は
や
む
を
得
ず
賛
成
し
ま
す
。

　
　

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

小
・
中
学
校
の
空
調
整
備
事
業
の

厳
正
執
行
を
求
め
る

　

座
間
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
現
行
法
の
都
市

公
園
法
第
３
条
第
１
項
に
よ
り
、

地
方
公
共
団
体
が
都
市
公
園
を
設

置
す
る
規
模
の
基
準
で
は
敷
地
面

積
が
０
・　

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
が
、

２５

本
市
は
、
今
回
の
条
例
改
正
で
公

園
の
機
能
に
支
障
が
な
い
場
合
は

０
・　

ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
緩
和
し

０５

ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
公
園
法
第

４
条
第
１
項
の
公
園
施
設
と
し
て

設
け
ら
れ
る
建
築
物
の
面
積
基
準

で
は
、
敷
地
面
積
の
２
％
と
し
て

い
ま
す
が
、
本
市
は
、
公
園
施
設

の
機
能
に
支
障
が
な
い
場
合
は
４

％
ま
で
上
限
を
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
本
市
の
最
少
面
積
の
都

市
公
園
の
中
に
、
住
民
要
望
の
ト

イ
レ
や
清
掃
用
具
倉
庫
等
の
建
物

を
合
計
で　

㎡
分
の
設
置
を
可
能

２０

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
域
主
権
一
括
法
に
示

さ
れ
た
国
の
基
準
を
単
に
右
か
ら

左
へ
簡
単
に
条
例
化
す
る
こ
と
な

く
、本
市
の
実
情
や
市
民
ニ
ー
ズ
、

将
来
の
あ
り
方
ま
で
十
分
検
証
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
大
い
に
評
価
し

ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
課
題
解
決
や
予

算
の
効
率
的
・
効
果
的
な
運
用
、

さ
ら
に
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
図
る
た
め
、
国
の
条
例
制
定

基
準
と
は
別
と
捉
え
、
十
分
に
時

間
を
か
け
て
、
本
市
独
自
の
基
準

を
制
定
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
望

し
ま
す
。

　
　

公
明
党
（
稲
垣　

敏
治 
議
員
）

市
民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た条

例
制
定
を
評
価

（
沖
永　

明
久 
議
員
）

復
興
増
税
で
な
ぜ
地
方
税
増
税

　

・
６
・
第
２
回
臨
時
会
本
会
議

１１
　
　

７
・
第
２
回
臨
時
会
本
会
議

　
　

９
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１２

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

１４

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

関
東
部
会
総
会
…
千
葉
県
木
更
津
市

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１５

　
　
　

・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

２０

第　

回
理
事
会
…
東
京
都
千
代
田
区

７８

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２２

　
　
　

・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

２９

　
　
　

・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

３０

　

・
６
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

１２
　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　

７
・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

１０

　
　
　

・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

１２

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

　
　
　

・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

１３

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

１４

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

１９

　
　
　

・
全
員
協
議
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会
第
２
回

２０

定
例
会

　
　
　

・
第
４
回
定
例
会
本
会
議

２１

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会
第
２
回

２５

定
例
会

１
・　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

１８

　
　
　

・
横
浜
市
会
行
政
視
察
来
庁

　
　
　

・
都
市
環
境
常
任
委
員
会
行
政
視
察

２１

…
茨
城
県
土
浦
市
・
ひ
た
ち
な
か

市
（
〜　

）
２２

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２８

　
　
　

・
県
央
八
市
議
会
議
員
合
同
研
修
会

…
厚
木
市

　
　
　

・
新
政
い
さ
ま
行
政
視
察
…
長
崎
県

２９

諫
早
市
・
長
崎
市
・
島
原
市（
〜　

）
３１

　
　
　

・
ざ
ま
大
志
会
行
政
視
察
…
佐
賀
県

武
雄
市
・
鳥
栖
市
・
福
岡
県
柳
川

市
（
〜　

）
３１

　
　
　

・
公
明
党
行
政
視
察
…
滋
賀
県
大
津

市
・
三
重
県
四
日
市
市
・
桑
名
市

（
〜　

）
３１

２
・
４
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

…
栃
木
県
足
利
市
・
佐
野
市
（
〜

５
）

　
　
　

・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
行
政
視
察

…
三
重
県
名
張
市
・
愛
知
県
東
海

市
（
〜
５
）

　
　

７
・
全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議
会

第　

回
総
会
…
東
京
都
千
代
田
区

７６

　
　
　

・
基
地
対
策
特
別
委
員
会
視
察
…
米

１２

軍
横
須
賀
基
地

　
　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

１３

　
　
　

・
広
域
大
和
斎
場
組
合
議
会
第
１
回

１４

定
例
会


